














・集団 における2つの名義変数 のダミー変数行列をそれぞれ とすると は2変数の分割表となる
・ としてスコア とスコア の相関が最大となる場合、この値は名義変数間の相関に対応する値となる
・この値は を標準化した行列を特異値分解した場合の最大固有値 となり、それを与える は に対応する最大固有ベクトルの組 を用いて求まる
【 3つ以上の名義変数による確率テンソルのASDによる表現】
・q個の名義変数（変数kにおけるカテゴリー値の数は 個）の確率テンソルPを考える
・名義変数 の周辺分布ベクトルを 、ベクトルの各要素を対角成分とする行列を とする
・名義変数 に関する確率行列を とすると は
と特異値分解が可能である（ :固有値を対角成分とする行列、 :各固有値に対応する および の固有ベクトルを含む行列）











































𝑘𝑘 = 1,⋯ , 𝑞𝑞 𝑝𝑝1,⋯ ,𝑝𝑝𝑞𝑞 𝐷𝐷1,⋯ ,𝐷𝐷𝑞𝑞


















𝑃𝑃 = Λ(𝑘𝑘1𝑘𝑘2𝑘𝑘3) + 𝑝𝑝𝑘𝑘1⨂𝑝𝑝𝑘𝑘2⨂𝑝𝑝𝑘𝑘3
Λ(𝑘𝑘1𝑘𝑘2𝑘𝑘3) = (Λ(𝑘𝑘1𝑘𝑘2) ×𝑘𝑘1 𝑈𝑈(𝑘𝑘1𝑘𝑘2)
(𝑘𝑘1) ×𝑘𝑘2 𝑈𝑈(𝑘𝑘1𝑘𝑘2)
(𝑘𝑘2) + Λ(𝑘𝑘1𝑘𝑘3) ×𝑘𝑘1 𝑈𝑈(𝑘𝑘1𝑘𝑘3)
(𝑘𝑘1) ×𝑘𝑘3 𝑈𝑈(𝑘𝑘1𝑘𝑘3)









(𝑘𝑘2) , Δ ×𝑘𝑘2 1𝑚𝑚𝑘𝑘2




(𝑘𝑘3) , Δ ×𝑘𝑘1 1𝑚𝑚𝑘𝑘1





𝑝𝑝1 = 0.45,0.35,0.15,0.05 ′,𝑝𝑝2 = 0.3,0.2,0.1,0.25,0.15 ′, 𝑝𝑝3 = (0.45,0.3,0.25)′
𝑟𝑟12 = 𝜆𝜆1
(12) = 0.6, 𝑟𝑟13 = 𝜆𝜆1
(13) = 0.5, 𝑟𝑟23 = 𝜆𝜆1
(23) = 0.32
𝑃𝑃[,,𝑖𝑖]
